
an → 0 である限り、あらゆる級数 Σ∞
n=1 an が収束する世界は素晴らしいと思いませんか? 

まず第一に微分積分学Ⅰの試験で落第点を取ることがなくなります! こういう世界もあっ
て、その世界を数学者と物理学者はどちらも同じように都合に応じて使ってきました。その
世界とは、λ進トポロジーの世界です。簡単な場合、これは複素数を係数に持つλの多項式
の全体、C [λ] が作る空間上のトポロジーです。λ進トポロジーは次のような0の基本近傍系
C [λ] ⊃ λC [λ] ⊃ λ2C [λ] ⊃ . . . によって定義されます。もしこのトポロジカル空間に全てのコ
ーシー列の極限を加えて完備化すれば、λの形式的べき級数の空間 C [[λ]] が得られます。す
ると、任意の複素数 an に対して級数 Σ∞

n=0 anλ
n は全てこの空間で収束します。実は、これ

は λ進トポロジーでは n → ∞ で anλ
n → 0 だからです。与えられた素数 p に対し、同様に 

p 進数 Qp の環を構成することも可能です。p 進数は an = 0, 1, . . . , p – 1、k をある整数（負
であることもあり得る）として形式的べき級数 Σ∞

n = k anp
n で与えられます。また、下に示

すように逆極限によりべき級数環と p 進整数 Zp を構成する方法もあります。

アレクサンダー A. ボロノフ
ミネソタ大学数学科教授、Kavli IPMU 客員上級科学研究員
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